
神
野
台
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
9

月
３
日
か
ら
加
古
川
、
中
部
、
浜
の
宮
、

別
府
の
各
中
学

校
に
配
食
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
で
市
内

全
て
の
中
学
校

給
食
が
実
現
、

「
温
か
い
給
食

を
」
の
声
が
届

き
ま
し
た
。

オ
ー
ク
ラ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
が
来
年
度

の
開
園
予
定
で
、
西
谷
公
園
の
そ
ば
に
保

育
園
を
建
設
中
で
す
。

市
の
待
機
児
童
数
は
、
16
人
（
令
和
３

年
４
月
１
日
・
市
発
表
）
、
待
機
ゼ
ロ
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

明
姫
幹
線
・
中
野
東
交
差
点
北
の
水
田

に
案
山
子
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ア
ル

な
出
来

に
つ
い

声
掛
け

し
て
し

ま
い
ま

し
た
。

９
月
１
日
久
し
ぶ
り
に
東
播
磨
港
赤
灯

台
一
文
字
に
釣
行
し
ま

し
た
。
チ
ヌ
狙
い
で
出

か
け
た
の
で
す
が
、
30

セ
ン
チ
超
の
ア
イ
ゴ
が

３
匹
釣
れ
、
２
回
ハ
リ

ス
切
れ
で
逃
が
し
ま
し

た
。常

連
の
釣
り
人
に
よ

る
と
「
ア
イ
ゴ
が
わ
い

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
気
を
よ
く
し

て
翌
日
も
で
か
け
46
セ
ン
チ
の
大
物
チ
ヌ

を
１
匹
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

釣
り
方
は
、
堤
防
の
際
に
ア
ミ
エ
ビ
を

撒
き
、
そ
の
中
へ
仕
掛
け
を
落
と
す
辺
釣

り
で
す
。
潮
止
ま
り
か
ら
潮
の
動
き
始
め

に
よ
く
当
た
り
ま
す
。（

土
山
・
大
西
）

こ
ど
も
等
の

遊
ぶ
公
園
横
切
れ
ば

風
に
揺
れ
て
る

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

城
の
宮

大
中

肇

かこむ２階会議室A

10 月 19 日（火）

１８時15分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

党市議団と弁護士が対応します

申し込みは立花議員へ

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

市
民
と
野
党
が
力
を
合

わ
せ
、
国
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
希
望
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
さ
か
ん
に
首
相
選
び
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
安
倍
・
菅
政
権
を
支
え

て
き
た
人
達
で
す
。
後
援
会
は
全
力
で
戦

い
ま
す
。
あ
な
た
の
一
票
で
新
し
い
日
本

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
色

安
養
寺
②

経
筒
供
養
塔

一
色
・
安
養
寺
の
境
内
に
珍
し
い
形
の

石
塔
が
あ
り
ま
す
。
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ

右
奥
に
あ
る
六
角
柱
の
供
養
塔
で
す
。

台
座
に
由
来
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
文

冶
五
年
（
一
一
八
九
）
・
永
禄
元
年
・
安

政
六
年
・
明
治
一
四
年
・
大
正
一
五
年
の

年
号
が
あ
り
ま
す
。

大
正
三
年
「
三
ツ
池
の
北
」
現
楠
ヶ
丘

の
台
地
先
端
部
で
鶏
舎
を
造
る
た
め
所
有

地
を
地
な
ら
し
し
て
い
た
農
家
が
人
骨
と

と
も
に
経
筒
を
発
見
し
ま
し
た
。
平
安
時

代
中
期
末
法
思
想
の
高
ま
り
で
盛
ん
に
造

ら
れ
た
経
塚
を
発
掘
し
た
の
で
す
。

信
仰
心
の
厚
い
農
家
は
経
筒
を
ま
ね
て

一
〇
倍
の
大
き
さ
の
供
養
塔
を
造
り
ま
し

た
。
大
正
一
五
年
に
自
宅
に
建
て
ま
し
た

が
昭
和
二
五
年
に
安
養
寺
境
内
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
経
筒
も
埋
め
ら
れ
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

山
の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館
館
長

木
戸
久
裕

平
岡
町
内
街
道
散
策

35

学生オンラインゼミで志位委員長が語る

私たちとしては不一致点は新しい政権に持ち込むことはしません。

例えば、日米安保条約を廃棄して、本当の独立国と言える日本をつく

るというのは、私たちが党綱領に掲げている大方針です。このことを

党独自の主張として大いに訴えていきますが、それを新しい政権に持

ち込むことはしません。自衛隊に対する政策、天皇の制度に対する政

策などでも、党独自の方針や立場を持ち込みことはしません。

新しい政権はあくまで一致点で結束し、実行していきます。この共

闘は、まず安保法制廃止と立憲主義の回復を「一丁目一番地」として

始まり、すでに５年半以上もの期間、共闘を積み重ねています。今で

は、暮らしと経済、民主主義、ジェンダー平等、米軍基地、原発など

いろいろな分野で一致点が広がっています。そういう一致点を大切に

して政権を発展させていきます。

この共闘で、国民のみなさんへの公約を果たした後は、国民と相談

しながら進めていきます。つまり、解散・総選挙で国民の審判を仰い

で国民多数の意思を踏まえて次の道へ進んでいくというのが、民主政

治の常道だと思います。

何しろ総選挙での本格的共闘は初めてであり、困難もたくさんある

と思います。その時に共闘を後押しする最大の力は市民的・国民的な

世論と運動です。若いみなさんが、「野党は共闘」「共闘して新しい

政権」という声をどんどんあげていってほしいと思います。

中
学
校
給
食

市
内
全
て
の
学
校
で
実
現

西谷公園横に保育園

東
播
磨
港
の
チ
ヌ
・
ア
イ
ゴ

検索日本共産党 ｗｗｗ.Jcp.or.ｊｐ/ 基礎工事中の保育園。左上が西谷公園

す
で
に
世
界
の
平
均
気
温
は
1.1
～
1.2

度
上
昇
し
て
お
り
、
破
局
的
な
気
候
変

動
を
回
避
す
る
た
め
に
取
り
組
む
時
間

は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

10
年
足
ら
ず
の
間
に
、
全
世
界
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
を
半
分
近
く
ま
で
削
減
で
き

る
か
ど
う
か
、
こ
こ
に
人
類
の
未
来
が

か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
詳
し
く
は
、
共
産
党
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

安
養
寺
境
内
の
供
養
塔

― 野党共闘 ―
意見が合わない場合はどうするか？

声
か
け
た
見
馴
れ
た
服
は

案
山
子
さ
ん

短
歌


